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第 6 章では，第 5 章で提案した非線形系における準動的応答解析法を検証するために，既往の研究による適正動力
学特性分布を持つ構造物モデルに対する準動的応答推定を行うとともに，弾塑性地震応答解析を実施して，結果を比
較検討し準動的応答解析法の有効性を示しているO
8且τ
第 7 章では，総括として，本論文で得られた成果及び結論をまとめるとともに，今後の研究課題について述べてい
る o
論文審査の結果の要旨
中高層建築構造物の耐震設計は，地震発生の非予測性，不規則性から，発生頻度とその強度を考慮した弾性設計及
び終局設計を同時に適用することが妥当とされ，静的荷重によって断面設計された構造物に対して，動的応答解析に
よって安全性が確かめられる。この地震応答解析は，個々の設計構造物ごとに地震動波形群に対して弾塑性域におけ
る時刻歴解析が行われており，多大の時間と労力を要するため簡便で精度の良い地震応答推定法が望まし l'。本論文
は，中高層建築物の弾塑性地震応答について，準動的手法により推定することによって合理的な耐震設計法を提案し
ているo 得られた成果を要約すると次のようになる。
(1) 耐震規定に定める静的地震荷重に対応した弾性応答スペクトラムを与える応答解析用模擬地震動波形を作成し，
地震荷重検討周波形として有効であることを示しているo
(2) 模擬地震動波形を用いたバイリニア復元力特性を有する系の弾塑性応答スペクトラムを求め，弾性応答スペクト
ラムの各種パラメータに対する補正係数を導入して，比較的精度良く弾塑性応答スペクトラムが推定出来ることを
明らかにしているo
(3) 弾性多層構造物におけるモード重畳法を拡張して，弾性応答スペクトラムより，補正係数を用いて弾塑性多層構
造物の応答を推定する手法を提案しているo
(4) 通常の時刻歴弾塑性地震応答解析を実施して，ここで提案した準動的弾塑性地震応答推定結果と比較検討を行い
良い整合性の得られることを示している。
以上のように，本論文は中高層建築物の動的耐震設計において，精度の良い弾塑性地震応答を推定する準動的応答
解析法を提案しており，建築耐震工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
めるo
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